









































	 	 	 	 	 第 1 節	 論文の概要	
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	 	 	 	 	 第1節	 モデリングパートドヴェールによる技法の複合的な活用	
	 	 	 	 	 第2節	 制作方法の詳細	


























































































































































































































































                                            
9 Wolfgang Stuppy・Rob Kesseler・Madeline Harley 著、奥山雄大 監修、武井摩利 訳 
『植物の奇妙な生活 電子顕微鏡で探る驚異の生存背略』 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































	 ガラスの粒度とでんぷんのりの配合については、第 1 章でふれたが、ここで補足する
事とする。第 1 章で述べたように、筆者はガラスパウダーを自作しているためガラスの
粒度が一定ではない。通常の制作では、ポットミルで 12 から 18 時間程度ガラスを粉砕
した後に 40 メッシュのふるいでふるったガラスを全て使用している。その為、40 メッ
シュ以下の粒度の比率は、その都度異なっている。普段使用している粉ガラスのおおよ
その比率は、100g あたり、40 メッシュ以下 100 メッシュ以上の粉ガラスが、10g から
30g、100 メッシュ以下の粉ガラスが 90g から 70g である。	
	 ガラスの粒度ごとにでんぷんのりの量が変わるため、ほとんどの場合計量しないが、
粉ガラス 100g にでんぷんのりに 1 割の水を加えたものを 30g から 45g 加える配合が基
準となっている。（表 3-2）	
	 また、この次の第 3 節で制作例を挙げているガラスペーストを出力出来る 3D プリン
ターで使用するガラスペーストは、ノズルがつまるのを防ぐ為に、100 メッシュでふる



















































































	 焼成方法についても第 1 章で少し触れたが、ここで捕捉する。焼成プログラムは、作
品の大きさによって大きく異なる。その事から、ここでは 3 つの例をあげ、説明してい








の他の 2 つの例よりも早く温度を上げている。（表 3-3）	














                                            























































































ていたので、2 度アメリカのピルチャックガラススクールにて 1 ヶ月の 3D プリントの
集中講義を受けた事がある。そこでは、ガラス鋳造技法の原型制作や、吹きガラス技法
での吹き込み型の作成などが様々な 3Dプリント技術を用いて行われていた（図 3-16）。	































































































































	 (図 3-23)、(図 3-24)は、ガラス鋳造技法、バーナーワ、モデリングパートドヴェー
ル、3D プリント技術を用いて制作した作品である。白い花弁の部分がガラスの 3D プリ
ンターを用いて制作した部分である。規則的な形に向いているという事と、手で塑像す
るより薄いかたちをつくることもできる。	














































































































第 4 節	 提出作品について	
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